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闘
催
期
間
中

に
サ
イ

ン
会
も

勤
ず
な
藤
チ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
企
画
展

新
，
こ
】

フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン
＝
フ

ラ
ン

ソ
ワ

・
ミ
ラ
ン
画
伯

（６２
）
の
作
品
な
ど
を
展
示
・

即
売
す
る

「
現
代
国
際
巨
匠

絵
画
展
」
が
、
人
月
三
、
四
、

五
日
、
浜
の
市
商
工
観
光
セ

ン
タ
ー
五
階
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

る
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
展

高
浜
原
発
１０
十
日
国
内

８
月
～
９
月
に
か
け

発
で
の
事
故
を
想
定
し
て
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
た
が
、
そ

の
訓
僚
の
報
告
や
ま
え
交
換

り
”
八
月
九
日
午
後
七
時
～

同
九
時
、
回
中
東
公
会
堂
▽

十
日
午
後
七
寺
～
司
花
時
、

絵
画
展
の
ポ
ス
タ
ー
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瀬
釜
も
日
―
ン
も

畿
勧
』
れ

ヘ
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十

一
時
、
午
後
二
時
、
同
四

時
の
重
回
、
ミ
ラ
ン
画
伯
の

サ
イ
レ
会
も
開
か
れ
る
。

ミ
ラ
ン
画
伯
は
、　
一
九
三

九
年
パ
リ
近
郊
の
マ
ラ
コ
フ

生
ま
れ
。
同
七
四
年
に
モ
ン

ル
ー
ジ

ュ
現
代
芸
術
サ
ロ
ン

で

一
等
賞
、
同
七
九
年

に

フ
子
不
ト
ラ
ン
ジ

ュ

・
フ
ェ

ス
テ
イ
バ
ル
で

「有
望
な
若

者
」
賞
な
ど
を
受
賞
。
同
八

九
年
、
サ
ロ
ン

・
ド
ー
ト
ン

ヌ
の
会
員
に
任
命
さ
れ
た
。

絵
画
展
で
は
、
み
ず
な
ぎ

学
園
の
園
生
が
制
作
し
た
陶

器
や
額
縁
な
ど
の
作
品
も
販

売
さ
れ
る
。

の
作

一

（の
容
６３

・
５
０
３
０
、
み

る
。　
一
ず
な
ぎ
学
園
絵
画
展
実
行
委

午
前

一
員
会
。

通
所
授
産
更
生
施
設
ニ
カ
所

⌒百

一
人
）
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム

一
カ
所

（五
人
）
を

運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
み

ず
な
ぎ
学
園

（多
田
卓
夫
理

全
国
で
手
作
り
音
楽
会
を

開

い
て
い
登

ネ
都

フ
ィ
ル

ハ
ー
モ

ニ
ー
室
内
合
奏
団

（京
都
市
）
が
二
十
五
日
、

を
進
め
る
た
め
の
資
金
の

一

部
と
す
る
た
め
、
実
行
委
員

会
を
組
織
し
て
開
催
す
る
。

絵
画
展
で
は
、
繊
細
な
描

写
と
美
し
い
色
の
調
和
の
風

景
画
を
描
く
ミ
ラ
ン
画
伯
の

作

品

の
ほ
か
、
ピ

カ

ソ
や

シ
ャ
ガ
ー
ル
の
版
画
、
担
本

画
壇
の
重
鎮
、
東
山
魁
夷
画

伯
、
小
倉
遊
亀
画
伯
ら

品
百
五
十
点
を
展
示
す

ま
た
、
開
催
期
間
中
の

行

永
２
種

”養
護
学
校
を
訪

れ
、
ふ
れ
あ
い
ヨ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
た
。
児
童
ら
は
目

の
前
で
演
奏
さ
れ
る
音
楽
を

聴
く
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

バ
イ
オ
リ
ン
の
弾
き
方
を
教

え
て
も
ら

っ
て
京
フ
ィ
ル
と

合
奏
し
た
。

子
供
た
ち
に
芸
術
に
触
れ

て
豊
か
な
感
性
を
育
て
て
も

ら
お
う
と
、
府
教
委
の
芸
術

鑑
賞
事
業
の

一
環
と
し
て
、

同
校
が
京

フ
ィ
ル
を
招

い

た
。
京
フ
イ
ル
は
全
国
の
学

校
な
ど
年
間
二
百
力
所
を
回

り
、
自
分
た
ち
で
企
画
や
運

営
を
す

る
手
作
り

の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
て
い
る
。

小
学
部
と
中
学
部

の
児

児
童
ら
京
フ
ィ
ル
と
合
奏

議護学鶴
ふ九丁ゥいコンサート
で

隈 雫 ヽ

車

1合奏する児童ら

畿
講
躊
齢
隷

国
民
の
高
い
支
持
率
を
誇
る
小
泉
占

域
な
き
構
造
改
革
」
の
あ
り
方
を
塁

し
た
第
十
九
回
参
院
選
挙
は
、
二
十
一

さ
れ
る
。
京
都
選
挙
区

（改
選
数
二
）

人
が
立
候
補
し
、
激
し
い
選
挙
戦
を
毎

い
る
。

巌
藤
　
静
齢

自
由
連
合

府
総
支
部
代
表
、
宇
治
徳

洲
会
病
院
一看
護
婦
長
、
回
北

看
護
専
門
学
校
卒
。
住
所
宇

治
市
伊
勢
田
町

童

・
生
徒
九
人
と
国
立
舞
鶴

病
院
の
関
係
者
ら
が
会
場
に

集
ま

っ
た
。
一泉
フ
ィ
ル
の
十

六
人
は

「ポ
ル
カ
」
な
ど
を

演
奏
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
独
唱
も 新 36
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環
ニ

往
所
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！

を も 単 先 披
合 ち な 生 露
圭  ,、 消  ■  〕

候
補
者

一
瞥ン


